
ラジオ波焼灼術を受ける方へ

患者氏名　                                      様

病状説明：あなたの病名は肝腫瘍です。

　　　　　　　入院期間は6日間です。肝臓に皮膚表面から針を入れて焼灼する治療をします。

    入院当日（　　　/      )   ラジオ波　当日　前（　　/    )   ラジオ波当日　後（　　　/     )   ラジオ波　翌日（　　　/ 　    )～6日目（　　　/　　　）

検査・治療 ●腹部エコーの検査があります。 ●13時頃右手から点滴の針を留置 ●治療翌日朝6時～7時頃に採血に伺います。

　　処置　 　（食事は可能です） 　します。 ●創部のガーゼ交換をします。

上記の検査を行います。 　（異常なければカットバンとなります）

●前日にお腹の毛を剃ります ●4日目以降、腹部CTの検査があります。

　　薬剤 ●普段内服している薬がありましたら ●13時頃より点滴を行います。 ●痛みがある時は痛み止めを使用します。 ●抗菌薬の点滴を行ないます。

　お知らせ下さい。 ●食事は入らない時は、追加で点滴を 　（2～3日目）

　行います。

　安静度 ●病院の敷地内は自由に歩いて頂け ●病棟内は自由に歩いて頂けます。 ●治療後はストレッチャーで病室に ●病院の敷地内は自由に歩いて頂けます。

　ます。 　戻ります。

●術後3時間はベッド上で寝たままの状態

　ですが、寝返りはできます。

　その後は病棟内のトイレまでは歩いて

　頂けます。

　　清潔 ●制限はありません。 ●入浴はできません。 ●1日目身体を拭きます。

●2日目よりシャワー浴ができます。

全身管理 ●入院時に検温に伺います。 ●10時頃に検温に伺います。 ●術後は心電図シール・血液中の酸素濃度を ●6時・10時頃に検温に伺います。

　簡易に測る機械をつけて頂きます。 ●2日目以降は10時頃に検温を行います。

●術後・帰室時・1時間後・安静解除時に

　検温に伺い、全身の観察を行います。

　安静解除までは、酸素吸入します。

食事・ ●普通に食事をして頂きます ●水分は2時間前まで摂れます。 ●検査後1時間より、水分可能。 ●普通に食事して頂きます。

栄養管理 ●朝は軽食、昼は絶食となります。 　安静解除後、夕食より食事開始となります。

説明・指導 ●病棟内の案内があります。 ●薬剤師からお薬の説明があります。

　　教育 ●ラジオ波についての説明があります。

●栄養士から食事の説明があります。
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